
一般財団法人Rubyアソシエーション

2014年度　第１回定時評議員会　議事録

１　開催場所：株式会社日立ソリューションズ様（品川シーサイド）プレゼンテーションルーム

　　　　　　　品川区東品川 4-12-7　日立ソリューションズタワーA 3F
２　開催日時：2014年 6月 24日(火) 14:00〜15:00
３　評議員総数及び定足数：現在総数 13名、定足数 7名
４　出席評議員数：8名
　（本人出席）石川明、及川喜之、後藤裕蔵、立久井正和、中島宏、平松知江子、森正弥、吉田正敏

　（欠席）出田健二、大場寧子、最首英裕、羽田昭裕、吉岡宏

５　出席理事：井上浩、笹田耕一、田中和明、橋本明彦、山根泉

６　事務局：前田修吾、横田早百合、徳永翔二、江角俊秀

７　オブザーバ出席：高橋征義、槇原由文、渡部明、杉原健司、福田一斎、藤原亮彦、森脇直則、原田

一輝

　以上のとおり評議員の出席があり本評議員会は適法に成立したので、井上副理事長が開会を宣し、諸

事情により欠席となった松本理事長から事前に預かった挨拶文を読み上げ、その後に出席評議員から中

島宏が議長として選出された。また、出席評議員から後藤裕蔵、平松知江子が議事録署名人として選出

された。以降の議事進行を議長に選出された中島宏が引き継ぎ、新たに事務局スタッフとなった江角俊

秀(ネットワーク応用通信研究所)、オブザーバとして初めての出席となる渡部明(島根県情報産業振興
室)、森脇直則(まつえ産業支援センター)、原田一輝(まつえ産業支援センター)の自己紹介が行われた後、
下記議案の審議に入った。

８　内容

■松本理事長挨拶（本人欠席のため井上副理事長が事前に預かった挨拶文を読み上げた）

・Rubyアソシエーションが取り組んできた、あるいは他の団体・組織と協調して行った成果はたくさ
　んある。

・しかし、世界的なRubyの存在感に比較して、Rubyアソシエーションの存在感や成果はまだまだ。
・協賛企業への還元や国際展開など、取り組まなければならない課題はたくさんある。

・今後も皆さんのお知恵をお借りし、協賛企業もコミュニティも喜んでもらえるRubyアソシエーショ
　ンとなれるよう努力していく所存である。

■報告事項　2013年度事業報告書及び 2014年度事業計画書について
　議長が事務局に報告を求め、徳永事務局員が別添資料１に基づき、先の臨時評議員会(2014年 2月開
催)で報告され、それ以降若干の変更点が加えられた 2013年度事業報告書について報告を行った。ま
た、別添の資料に基づき、先の理事会(2014年 6月開催)で機関決定された 2014年度事業計画書につい
て報告を行った。

　以下、質疑応答。

　　吉田正敏評議員：事例軽量版の取り組みは以後どうなっているか。

　　徳永事務局員：取り組みは現在行っているところだが、2013年度は最終的に一般公開には至らな
　　　　　　　　　かった。ある程度事例の件数が集まった後に公開しようと思っている。産業分野

　　　　　　　　　別に集めているので、分野ごとに最低でも１件でも揃うようなかたちで考えている。

　　　　　　　　　引き続き事例を集めて、今年の秋頃までにはできれば公開したい。



　　吉田正敏評議員：わかりました。期待している。

■決議事項　2013年度計画書類等の承認について
　議長が事務局に説明を求め、横田事務局員が別添資料２の下記の書類に基づき説明を行った。

　（１）貸借対照表　（２）正味財産増減計画書　（３）財産目録　（４）財務諸表に関する注記

　また、今岡監事による監査報告により、上記の書類につき綿密に監査した結果、いずれも正確かつ適

切であることが認められた旨を報告した。

　最後に、議長が上記につき可否を諮ったところ、全員異議なくこれを承認可決した。

■協議事項１　技術者認定試験改訂について

　議長が事務局に説明を求め、徳永事務局員が別添資料３に基づき説明を行った。

　以下、質疑応答。

　　中島宏評議員：現在認定を既に受けている人たちの新試験への移行についてはどのように考えてお

　　　　　　　　　られるか。もう一度受験し直すというかたちか。

　　前田事務局長：問題が変わるのでもう一度受験し直していただくというかたちを考えている。ただ

　　　　　　　　　現行の試験がエクスパイアするというわけではないので、試験を受けられたバー

　　　　　　　　　ジョンに関しては、以前と同様そのまま資格を持っているというかたちでお使いい

　　　　　　　　　ただける。

　　中島宏評議員：認定システムインテグレータに関してはどうか。

　　前田事務局長：現在事務局で検討している案としては、2015年の 4月から新規にお申込みいただ
　　　　　　　　　く場合は 5名中 3名以上が新しいバージョンの資格をお持ちいただいていること
　　　　　　　　　を条件とさせていただくというかたちで考えている。既に認定を受けておられる

　　　　　　　　　企業に関しては、さらに 1年間の猶予期間を設けて 2016年の 4月から 5名中 3名
　　　　　　　　　以上は新しいバージョンの資格をお持ちいただいていることを条件にさせていた

　　　　　　　　　だくというプランを考えている。

■協議事項２　RubyWorld Conference2014
　議長が事務局に説明を求め、前田事務局長がRubyWorld Conference2014のチラシに基づき説明を
行った。

　以下、質疑応答。

　　森正弥評議員：昨年との違いは何かあるか。

　　前田事務局長：基本的には昨年と同じ枠組みで、基調講演以外は公募しているので、そちらの公募

　　　　　　　　　が 7月 25日までというかたちで現在募集をしており、そのプログラム検討委員会
　　　　　　　　　の議論のなかでどういったコンテンツを選ぶかによって講演の趣が変わってくるか

　　　　　　　　　と思っている。それ以外としては、Ruby Prizeの授賞式があるので、壇上に皆さ
　　　　　　　　　ん上がっていただいて大賞受賞者の方には講演もいただくという企画をしている。

　　平松知江子評議員：昨年の集客は 900名程だったと思うが、今年はどうか。
　　前田事務局長：会場が同じなので、同じ程度の来場者を予定している。現状もうキャパ的にいっぱ

　　　　　　　　　いいっぱいというところがあり、松江だと他の会場もないので、これ以上規模が

　　　　　　　　　大きくなるというよりは今のかたちを維持していくための方策を検討している。会

　　　　　　　　　場の問題で展示スペースを含めると皆さんにご休憩いただくスペースが狭いといっ

　　　　　　　　　たことがあり、今年は予算の都合がつけばもう少し大きい展示場のスペースを利用

　　　　　　　　　していきたいと考えている。

　　吉田正敏評議員：同じく集客の話で、昨年度は海外からの来場者はそれほど多くなかったと思わ

　　　　　　　　　　れるが、そのあたりの工夫はどのように考えておられるか。



　　前田事務局長：今のところ費用がかかる部分は難しいと思っているので、例えばRubyの公式サイ
　　　　　　　　　トの英語版の方にRubyWorld Conference発表者募集の記事を載せていただいて
　　　　　　　　　いるが、そういったなるべく費用を掛けずに広報できるような手段を検討してい

　　　　　　　　　きたいと考えている。

　　吉田正敏評議員：それは昨年と違ってということか。

　　前田事務局長：昨年は「メトロポリス」という国内の外国人の方向けの媒体に広告料を出して掲載

　　　　　　　　　するといったこともしており、そういったことも検討していきたいと思うが、それ

　　　　　　　　　とは別にどちらかというとターゲットを絞ってRubyに関心を持っている外国の方
　　　　　　　　　に届くようなメディアというのを考えていきたいと思っている。

■協議事項３　Ruby Association Supporters（寄付制度）について
　議長が事務局に説明を求め、横田事務局員が別添資料４に基づき説明を行った。なお、議場より特段

の意見、質問はなかった。

■協議事項４　有料Rubyビジネスセミナーの変更提案について
　議長が事務局に説明を求め、徳永事務局員が別添資料５に基づき説明を行った。なお、議場より特段

の意見、質問はなかった。

■協議事項５　海外展開について

　議長が事務局に説明を求め、徳永事務局員が以下の説明を行った。

　「2013年 6月 11日の通常理事会で杉原支援スタッフから、Ruby Centralという米国の非営利団体
　と協力して現在Rubyアソシエーションで行っているRuby安定版保守についての寄付を米国でも集
　められないかという話があった。これまでにRuby Centralと何回かコンタクトを取っており、ある
　程度米国で寄付活動をできるのではないかという見通しが立ったため、来月から具体的な内容を

　Ruby Centralと一緒に詰めていきたいと考えている。この件に関してはまだ報告できる事項がござ
　いませんので、今後そのようなかたちで取り組んでいくということをここでご報告させていただ

　く。」

　なお、議場より特段の意見、質問はなかった。

■その他、意見交換

　吉田正敏評議員：先ほどの事例軽量版の件で、今RubyアソシエーションのWebサイトを調べたと
　　　　　　　　　ころ、昨年の 10月のニュースに一度投げているだけで事例集を見ると書いていな
　　　　　　　　　いので、できたら事例集のところにも同じ記事をずっと載せておいていただいたほ

　　　　　　　　　うが皆さんが応募しやすいと思う。

　徳永事務局員：わかりました。早速取り組みたいと思います。

　平松知江子評議員：前回、協賛会員を増やすためのインセンティブとしていくつか案が出たが、その

　　　　　　　　　　後のアクション及び効果というのはどのような状況か。

　徳永事務局員：この評議員会をもって事業報告や今年度の協賛会員の営業はある程度一段落したの

　　　　　　　　で、これから新規獲得の方に力を注いでいきたいと考えている。

　中島宏評議員：前回、既存の協賛会員が協賛金を払っていく上でのインセンティブを明確にしてほし

　　　　　　　　いという話が出たが、そのあたりは特に今回明確になったという話はないか。

　徳永事務局員：そのあたりはまだ明確になっていないので、引き続きご指導をお願いしたい。

　杉原健司(支援スタッフ)：Rubyアソシエーションの事業収入のなかでも、試験事業というのは大き
　　　　　　　　　　　　な割合を占める非常に重要なもの。そういった意味でも、今後この試験の

　　　　　　　　　　　　価値をどういったかたちでプロモーションしていくのがよいのか、といった
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１ 事業の概要

Ruby は昨年 2 月にはその開発から 20 年を迎えるとともに、5 年ぶりのメジャーバージョン

として Ruby2.0 がリリースされ、Ruby は新たな時代へと突入しました。

2013 年度は、こうした背景を元にした Ruby のビジネス利用の拡がりとともに、一般財団法

人 Ruby アソシエーション（以下、「当財団」と言う。）への期待も高まった一年でした。当財

団は、その目的である Ruby 関連のプロジェクトやコミュニティ、ビジネスの関係をより良好

なものとし（「Ruby Eco System」の構築）、ビジネス分野における Ruby の利用に関する諸課

題の解決に取り組みました。

本書では当財団の 2013 年度の実施状況について報告します。

２ 体制及びその変更

  １）評議員

2013 年度評議員

・出田 健二  ㈱まちづくり三鷹 経営事業部企画事業グループマネージャ

・及川 喜之  ㈱セールスフォース・ドットコム CTO

・大場 寧子  ㈱万葉 代表取締役社長

・後藤 裕蔵  ㈱ネットワーク応用通信研究所 取締役

・最首 英裕  ㈱グルーヴノーツ 代表取締役社長

・石川 明    ㈱日立ソリューションズ 技術統括本部 副統括本部長

・立久井 正和   ㈱インターネットイニシアティブ

サービス本部 プラットフォームサービス部長

    ・中島 宏  ㈱DTS IT インテグレーション事業本部 IT プラットフォーム部 部長

・羽田 昭裕  日本ユニシス㈱ 総合技術研究所 所長

・平松 知江子 ㈱富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ

生産革新技術センター長代理 兼 OSS ビジネス推進部長

・森 正弥  ㈱楽天 執行役員 兼 楽天技術研究所 所長

・吉岡 宏  ㈱テクノプロジェクト 代表取締役社長

・吉田 正敏  富士通㈱ プラットフォーム技術本部 チーフストラテジスト

    ※2013 年 12 月の正村勉評議員（当時）の辞任により石川氏が評議員に就任。

    

  ２）理事

    ・代表理事理事長 松本 行弘

    ・副理事長    井上 浩

    ・理 事     山根 泉

             橋本 明彦

             田中 和明

             笹田 耕一

             ※2013 年 6 月の澤田盛繁理事（当時）の辞任により山根氏が理

事に就任。

  ３）監事、顧問及び事務局
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    ・監 事     今岡 正一（公認会計士）

    ・顧 問     松浦 正敬 松江市長、溝口 善兵衛 島根県知事    

    ・事務局     前田修吾（事務局長）が事務局業務全般を統括し、常勤スタッフ

2 名の他、松江市、島根県による人的支援によって運営しました。そ

の他、事例収集のため外部のライターと、規格文書の保守および改訂

の作業のため外部の専門家と契約を行っています。

  

  ４）評議員選定委員会

    ・委員長  立久井 正和（評議員）

    ・委 員  今岡 正一（監事）、横田 早百合（事務局員）、

          田代 秀一（外部委員）、高橋 征義（外部委員）

３ 実施事業

  １）公募型開発支援プロジェクト

    Ruby 及び周辺環境の改善を目的に Ruby 処理系、ライブラリ及びフレームワークに

関連する開発プロジェクト（既存のソフトウェアを改良するプロジェクトを含む）を公

募し、グラント委員会で選考の結果、以下 3 件のプロジェクトを採択しました。

    いずれも 2014 年 3 月 31 日までに開発を終え、その成果を公開します。

    ・公募期間：2013 年 9 月 5 日 ～ 10 月 7 日

    ・応募件数：8 件

    ・採択件数：3 件

    

①採択者：Daniel Berger プロジェクト：Win32Utils Support

Win32Utils は Windows オペレーティングシステム向けに一連の Ruby ライブラリ

ーを提供するプロジェクトです。このプロジェクトは既にいくつか存在している

Win32API ライブラリーを FFI や OLE に移植することをゴールとしています。こ

れによって、JRuby のような他の処理系との互換性を向上させ、コードをより堅牢

なものにします。

②採択者：Laura Garcia プロジェクト：Conductor

CreosoteプロジェクトはRubyエコシステムで利用可能ないくつかの強力な数学

ライブラリを開発します。現在は、数学的GMP、MPFR、MsieveライブラリのRuby

バインディング(C拡張)をメンテナンスしています。今日、これらのライブラリは別

個のgemで提供されており、お互いのライブラリの存在を認識しにくくなっていま

す。これらのライブラリを含めて、より多くの数学ライブラリを含むCreosoteプロ

ジェクトを成長されることを目的としています。

②採択者：Kouji Takao プロジェクト：Smalruby - smalruby-editor

Smalruby（すもうるびー）とは、小学校高学年から中学生向けのRuby学習環境

を 提 供 す る た め の プ ロ ジ ェ ク ト で す 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト の ゴ ー ル は

Scratch(http://scratch.mit.edu/)のようなソフトウェアやコミュニティサイトを

Rubyで実現することです。Scratchは小学生でも使える教育用のプログラミング環

境として実績があります。 本プロジェクトは次のソフトウェア、ハードウェア、ド

キュメントから構成されます。2013 年度助成金事業ではこのうちsmalruby-editor

を開発します。

  ２）Ruby安定版保守事業
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    ユーザが安心して Ruby を利用できる環境を構築するため、Ruby 安定版の保守事業

を実施しています。事業仕様策定後に業務を外部機関に委託することとい、委託先の選

定に際し公募を行った結果、株式会社 TOUA に決定いたしました。委託期間 2014 年 3

月 31 日までです。

３）Rubyに関する情報発信事業

  （１）Webでの情報発信

      協賛会員をはじめ、Ruby をビジネス利用する企業に利用事例作成編集の担当ス

タッフが当該企業担当者に直接面談し、概要情報と詳細情報の作成を行いました。

これらの情報は、利用時の背景事情、適用されたビジネス・システム分野やその特

性など、利用企業のみならずエンドユーザ(企業や個人の場合あり)の損益にも深く

関わる場合があることから、公開前に利用企業等による内容確認を実施し(その際

にエンドユーザに了解を得ることもあった )、関係者合意の上で財団ホームページ

に掲載しました。2013 年度は新たに 4 件の利用事例を紹介しました。

            

2013 年度 新規掲載企業 テーマ

株式会社アールラーニング エンジニア達の思いから始まった勤怠管理システ

ム「新月 -SHINGETU」

株式会社 DTS Ruby とクラウドサービスで実現した EC 決済共通

基盤

株式会社クレオネットワークス クラウド型 BPM ツール「BizOne/BizPlatform」

シリーズとして提供

株式会社日立ソリューションズ Ruby の高い生産性で実現したリメディアル教育

システム

   （２）RubyWorld Conferenceの開催

      2013 年 11 月 21 日（木）、22 日（金）、島根県立産業交流会館「くにびきメ

ッセ」（島根県松江市）にて 5 回目となる「RubyWorld Conference 2013」を開

催しました。主催は、RubyWorld Conference 開催実行委員会（構成機関：当

財団、島根県、松江市、島根大学、松江高専、ジェトロ松江、しまね産業振興

財団、島根県情報産業協会、しまね OSS 協議会、経済産業省中国経済産業局）、

その他、多くの機関の後援、協賛をいただき実施しました。

     今回の国際会議では、Ruby に関するビジネス利用事例や、最新技術の情報、

開発者教育の状況などを紹介する様々なセッションを通じて、Ruby がより多

くの領域に普及していくことを目指し、国内外 16 名が講演し、来場者数は 2

日間で延べ 901 名（詳しくは下記を参照）を数えました。

     オープニング・セレモニーで、まつもと実行委員長、溝口善兵衛島根県知事、

松浦正敬松江市長の挨拶に続き、経済産業省商務情報政策局 小池雅行 地域情

報化人材育成推進室長に来賓ご挨拶をいただきました。

     引き続き基調講演では、Ruby の開発者まつもと委員長が「Aiming the 

Moving Target」と題し講演。また、2 日目の基調講演では、GitHub Inc.の共

同創業者兼最高経営責任者(CEO)、Tom Preston-Werner 氏が「The Internet 

Axiom : Escaping the Tyranny of Time and Space」と題して、ビジネスにお
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けるインターネットの有り方についてご講演いただきました。

       初日の午後は、新たに Ruby コミュニティに貢献した方の活動を表彰する、

「Ruby コミュニティの新人賞」として、今年からスタートした Ruby Prize 受

賞者の発表と表彰が行われました。

     その他、国内外の Ruby の技術者、企業関係者が講演し Ruby の更なる普及・

発展に向けて活発に議論がなされました。

    なお、クロージング・セレモニーでは、井上浩 実行委員会副委員長が、2 日

間の議論を振り返るとともに、来年の Conference の開催意向を表明し、閉幕し

ました。

             ●来場者について

               2 日間延べ 901 名（11 月 21 日 491 名、11 月 22 日 410 名）

             来場実数  619 名（県内 231 名、県外 380 名、海外  8 名）

             ・IT 企業関係者      392 名（県内 101 名、県外 285 名、海外 6 名）

             ・その他企業関係者    61 名（県内 39 名、県外 22 名）

                 ・行政関係者         88 名（県内 61 名、県外 27 名）

                 ・研究教育機関関係者 33 名（県内 16 名、県外 17 名）

                 ・一般（所属なし）    29 名（県内 12 名、県外 17 名）

                 ・講演者            16 名（県内  2 名、県外 12 名、海外 2 名）

※Ruby Prize 含む

           ●講演者について

                 ・国内 14 名（企業関係者 14 名）

                 ・海外 2 名（アメリカ 2 名、いずれも企業関係者 2 名）

（３）Ruby ビジネスセミナー

     当財団の単独主催、又は関係機関との共催、協力を得てビジネスセミナーを

5 回開催致しました。これらのセミナーでは、Ruby の利用状況と今後のビジネス

トレンドをはじめ、開発現場で必要とされる技術情報など、開催地の状況に応じた

話題提供をすることで参加者のニーズに合わせたセミナー機会を提供しました。ま

た、セミナー後の質疑応答やセミナー後の意見交換の場など、Web 上だけではない

「リアルなビジネス交流」の機会を提供しました。

各セミナーでは参加者にアンケートを実施し、情報発信事業に対する評価と当財

団への要望も意見集約し、今後の事業内容の検討にも活用しています。

        

開催時期、会場 開催テーマ 来場者数

（名）

備考

2013 年 7 月、東京 PaaS 約 100 名 IIJ 主催に開催協力

2013 年 11 月、東京 Ruby、Cloudビジネス 約 80 名 単独開催

2013 年 12 月、東京 技術者向けセミナー 約 80 名 単独開催

2014 年 1 月、大阪 エ ン タ ー プ ラ イ ズ

Ruby

約 90 名 Ruby ビジネス推進協議

会が開催協力

2014 年 3 月、松江 Ruby、Cloudビジネス 約 20 名 単独開催
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４）Ruby技術者認定試験事業

2013 年度も、Rubyベースのシステムを設計、開発、運用するエンジニア、Rubyでシ

ステム提案を行うコンサルタント、Rubyを教える講師などを対象とした認定試験制度を

実施しました。

認定者は、Ruby技術者としての技術力を公正に評価され、高い水準のRubyによるシ

ステム開発能力を持つことを認定されます。認定によりRubyベースでシステム開発を行

ううえで必要な基礎的な知識と応用力をもつことをアピールすることができます。

試験の合格者は、当財団が「Ruby Association Certified Ruby Programmer」として

認定します。現在は、国内(試験区分：Silver、Gold)、海外(試験区分：Silver)で実施し

ており、 2012 年 10 月より当財団が直営実施(CBT受験環境、オペレーションはプロメ

トリック社に委託)しており、安心して受験いただける環境を提供しています。

  ５）事業者認定事業

   従来から実施している認定システムインテグレータプログラム (Ruby の高い技術力を

持った企業を認定)に加えて、2012 年 10 月から認定教育機関プログラム(Ruby の教育

をおこなう高い技術を持った企業を認定 )、認定サポート事業者プログラム (Ruby のサ

ポートサービスを提供する高い技術を持った企業を認定 )、及び認定クラウドサービス事

業者プログラム(Ruby アプリケーションの運用に適したクラウドサービス(IaaS、PaaS)

をおこなう高い技術を持った企業を認定)の各プログラムを実施しています。2014 年 3

月 31 日時点での認定企業数は以下のとおりです。

                   

認 定 種 別 Gold Silver

認定システムインテグレータプログラム 18(15) 58(55)

認定教育機関プログラム 3(2) －

認定サポート事業者プログラム 2(2) －

認定クラウドサービス事業者プログラム 3(2) 1(1)

     ※( )内は前年度数

  ６）協賛会員事業

    ・会員資格

法人、任意団体及び個人

    ・会員種別、会費

年会費 1 口 10 万円（4 月を開始月とします）

①Platinum Sponsor     ５口以上（50 万円以上）

②Gold Sponsor    ２口以上（20 万円以上）

③Silver Sponsor    １口以上（10 万円以上）

    2014 年 3 月 31 日時点での協賛会員数は、以下のとおりです。

   

Platinum：

年間 5 口以上

Gold：

年間 2 口以上

Silver：

年間 1 口以上

12(9) 19(17) 41(30)

※( )内は前年度数



一般財団法人 Ruby アソシエーション
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2014 年 3 月 31 日
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はじめに

一般財団法人 Ruby アソシエーション（以下、「当財団」という。）は、Ruby の普及、発

展と、ビジネス利用の拡大を目的として、2013 年度は、協賛会員などの支援のもと、公募型開

発支援プロジェクト、安定版の保守事業、情報発信事業、技術者認定試験事業、並びに事業者

認定事業に取り組んで参りました。

当財団を支援する協賛会員も順調に増えるなど、持続可能な産業循環である「Ruby Eco 

System」が確実に拡がっています。

この「Ruby Eco System」をより強固なものにするために、当財団は、Ruby に関係する開

発コミュニティ、企業及び支援機関の良好な関係を築き、Ruby を利用される多くの皆様の発

展に寄与できるよう、2014 年度も様々な事業に取り組みます。

１ 組織体制

  １）評議員

    引き続き評議員 13 名の体制で、法令、定款に定める権限を行使します。

２）理事

     引き続き理事 6 名の体制で、定款の定めるところにより財団を運営します。

  ３）スタッフ

常勤スタッフ 2 名の体制を継続致します。その他、必要に応じて非常勤スタッフを活

用するとともに、評議員輩出企業及び松江市、島根県による人的支援によって運営しま

す。

２ 実施事業

１）Ruby 及びその周辺技術の開発支援事業

   （１）公募型開発プロジェクト

           Ruby 及び周辺環境の改善を目的に Ruby 処理系、ライブラリ及びフレームワーク  

に関連する開発プロジェクト（既存のソフトウェアを改良するプロジェクトを含む）

に対し、助成金を交付します。
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（２）Ruby 安定版保守事業

           Ruby を安心して利用できる環境の提供と、開発コミュニティが Ruby の新たな機

能開発に集中できる環境づくりを目的に、Ruby 処理系の保守を行います。

（３）www.ruby-lang.org サーバー運営費支援

Ruby コミュニティーが運用している www.ruby-lang.org のサーバー運営費に対し

て資金面での支援を行います。

２）情報発信事業

   （１）Web 活用

    ①利用事例の紹介

       これまで知られていなかった Ruby 利用事例を発掘し、充実した事例紹介の提供に

努めます。この事例紹介では、日本 OSS 推進フォーラムなど関係機関と連携し、取

り組みます。

    ②技術情報の紹介

       現在提供する「Ruby の導入から開発・運用に至るまでに必要とされる一連の情報」

の精度向上に努めます。

   （２）RubyWorld Conference 2014

     2014 年 11 月 13 日（木）、14 日（金）に島根県松江市にて開催し、当財団を中心   

    に松江市、島根県、島根大学などで構成する RubyWorld Conference 開催実行委員会

によって準備、運営をします。従来同様に「Ruby Eco System（Ruby の持続可能な

生態系）」をテーマに、国内外から講演者を招聘、及び発表者を一般公募し、Ruby

の先進的な利用事例、最新の技術動向などの様々な情報を発信します。

（３）Ruby Prize 

RubyWorld Conference2013 で実施した RubyPrize について、今年度も開催するこ

とを松江市等と検討します。

   （４）ビジネスセミナー

     RubyWorld Conference と同様に、Ruby ビジネスの中心地である東京、大阪、島

根、福岡などで価値ある情報を提供するビジネスセミナーを開催します。

2014 年度も 5 回程度の開催を予定します。

なお、当財団による単独開催のほか、支援企業及び関係機関と連携して開催する場

合もあります。

  ３）Ruby 技術者認定試験事業

Ruby ベースのシステムを設計、開発、運用するエンジニア、Ruby でシステム提案

を行うコンサルタント、Ruby を教える講師などを対象とした認定試験を継続して実

施します。試験の合格者は、Ruby 技術者としての技術力を公正に評価され、高い水

準の Ruby によるシステム開発能力を有する「Ruby Association Certified Ruby 

Programmer Gold」、又は「同 Silver」として認定します。Ruby のバージョンアップ

に対応するために既存の 1.8.7 から 2.1 に対応した試験を本事業年度にリリース致し

ます。

４）事業者認定事業
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       各プログラムにて認定された事業者、教育機関は、質の高い Ruby に関連したサービ

スを提供する者として当財団のホームページなどを通じて紹介します。

     （１）Ruby アソシエーション認定システムインテグレータプログラム

     Ruby 技術者認定試験の Gold 、又は Silver の認定技術者が正社員として 5 名以上

所属する事業者を、登録申請及び条件審査の後、「Ruby Association Certified System 

Integrator Gold」、又は「同 Silver」に認定します。

   

（２）Ruby アソシエーション認定教育機関プログラム

Ruby 技術者認定試験の Gold 、又は Silver の認定技術者が正社員として 2 名以上

所属し、教材として「Ruby 公式資格教科書 Ruby 技術者認定試験 Silver/Gold 対応」

を採用するか、同程度の内容を含むカリキュラムで、年間 2 回以上講習会などの教育

を実施する教育機関を、登録申請及び条件審査の後、「Ruby Association Certified 

Educational Institution Gold」、又は「同 Silver」に認定します。

（３）Ruby アソシエーション認定サポート事業者プログラム

Ruby 技術者認定試験の Gold 、又は Silver の認定技術者が正社員として 2 名以上

所属し、Ruby のサポートサービスを提供する事業者を、登録申請及び条件審査の後、

「Ruby Association Certified Support Provider Gold」、又は「同 Silver」に認定し

ます。

（４）Ruby アソシエーション認定クラウドサービス事業者プログラム

Ruby 技術者認定試験の Gold 、又は Silver の認定技術者が正社員として 2 名以上

所属し、ユーザが登録したアプリケーションを ISO/IEC 30170 に適合する処理系上で

動作させることができるサービスを提供している事業者を、登録申請及び条件審査の

後、「Ruby Association Certified Cloud Service Provider Gold」、又は「同 Silver」

に認定します。

  ５）標準維持事業

    Ruby の言語仕様は、2012 年春、国際規格（ISO／IEC 30170）に承認されました。

当財団は、規格文書の保守及び改訂作業を行います。

  ６）協賛会員事業

    当財団では、Ruby の普及、発展を目指す事業に賛同し、支援いただける会員を募集

することで財政基盤の安定化を図ります。募集対象は、法人、任意団体及び個人であり、

支援いただく口数に応じて 3 区分を設けています（年会費：1 口 10 万円、4 月を開始

月とします）。

  協賛会員区分

（１）Platinum Sponsor      ５口以上（50 万円以上）

（２）Gold Sponsor     ２口以上（20万円以上）

（３）Silver Sponsor    １口以上（10万円以上）

2014 年度は、Platinum Sponsor として 12 社、Gold Sponsor として 22 社、また、

Silver Sponsor として 50 社のご賛同を見込んでいます。

当財団では、ホームページ、メーリングリスト、またビジネスセミナー等を通じて

活動趣旨に賛同いただけるよう呼びかけます。
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  ７）寄付事業

    上述の協賛会員事業のほか、当財団の事業に賛同、支援いただける方に向けて、「Ruby

Association Supporters」と称して寄付を募集いたします。当財団では、ホームページ、

メーリングリスト、またビジネスセミナー等を通じて活動趣旨に賛同いただけるよう

呼びかけます。

３ 関係機関との連携

  当財団は、その目的の達成に向けて関係機関との連携を促進します。

  １）松江市、島根県

    当財団は活動の拠点（主たる事務所）を島根県松江市に置いています。これまでも当

財団の活動に賛同、支援いただいた松江市、島根県とは、一層連携を緊密にします。情

報発信事業をはじめとした諸事業のみならず当財団の運営面においても支援いただくこ

とで、充実した財団事業に取り組みます。

  ２）日本 OSS 推進フォーラム

       これまで同様に 2014 年度も同フォーラムの情報発信事業（特に利用事例の公開）と

連携した取り組みを進めます。

  ３）その他、関係機関

     Ruby への取り組みを進める機関との連携を進めることは、当財団の目的の実現に向

けて重要な課題です。特に以下の機関との連携、共同事業を検討します。

①一般社団法人 日本 Ruby の会

②福岡 Ruby・コンテンツビジネス振興会議

③NPO 法人 軽量 Ruby フォーラム

④Ruby ビジネス推進協議会

⑤Ruby Central

④その他、国内外の機関

４ その他関係資料

  2014 年度予算を別に掲載します。

http://www.f-ruby.com/


決 算 報 告 書

（第 ３ 期）

自　2013年 4月  1日

至　2014年 3月31日

一般財団法人Rubyアソシエーション

RA
テキスト ボックス
別添資料２



当　年　度 前　年　度 増　減

Ⅰ　資産の部

1.流動資産

　　 現金預金 25,405,710 12,228,774 13,176,936

未収金 5,856,809 1,734,734 4,122,075

　　 前払費用 9,300 0 9,300

流動資産合計 31,271,819 13,963,508 17,308,311

2.固定資産

（1）基本財産

定期預金 3,000,000 3,000,000 0

基本財産合計 3,000,000 3,000,000 0

固定資産合計 3,000,000 3,000,000 0

資産合計 34,271,819 16,963,508 17,308,311

Ⅱ　負債の部

1.流動負債

未払金 2,495,522 1,127,337 1,368,185

前受金 0 2,300,000 △ 2,300,000

預り金 36,110 42,091 △ 5,981

流動負債合計 2,531,632 3,469,428 △ 937,796

2.固定負債

固定負債合計 0 0 0

負債合計 2,531,632 3,469,428 △ 937,796

Ⅲ　正味財産の部

1.指定正味財産 3,000,000 3,000,000 0

（うち基本財産への充当額）（ 3,000,000 ） （ 3,000,000 ） （ 0 ）

（うち特定資産への充当額）（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

2.一般正味財産 28,740,187 10,494,080 18,246,107

（うち基本財産への充当額）（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

（うち特定資産への充当額）（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

正味財産合計 31,740,187 13,494,080 18,246,107

負債及び正味財産合計 34,271,819 16,963,508 17,308,311

科　　目

貸　借　対　照　表
２０１４年　３月３１日現在

（２０１３年度   第３期）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円）　　



当　年　度 前　年　度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

（1）　経常収益

基本財産運用益 599 172 427

事業収益 26,002,887 15,292,527 10,710,360

受取協賛金 13,900,000 10,740,000 3,160,000

受取寄付金 4,584,189 217,144 4,367,045

受取利息 3,545 1,579 1,966

経常収益計 44,491,220 26,251,422 18,239,798

（2）　経常費用

事業費

給与手当 2,859,454 1,625,455 1,233,999

法定福利費 439,933 242,190 197,743

旅費交通費 297,390 110,040 187,350

通信運搬費 198,011 41,058 156,953

消耗品費 277,620 735,945 △ 458,325

水道光熱費 22,658 3,000 19,658

支払手数料 6,789,772 3,814,645 2,975,127

賃借料 703,396 563,361 140,035

租税公課 2,400 19,000 △ 16,600

支払負担金 710,013 500,000 210,013

支払助成金 1,507,526 1,442,466 65,060

委託費 5,416,474 4,651,443 765,031

管理費

役員報酬 900,000 1,200,000 △ 300,000

給与手当 2,859,453 1,625,454 1,233,999

法定福利費 439,933 242,190 197,743

会議費 2,415 5,670 △ 3,255

旅費交通費 1,712,640 1,252,810 459,830

通信運搬費 66,085 37,448 28,637

消耗品費 200,509 200,673 △ 164

水道光熱費 22,658 2,999 19,659

諸会費 2,572 2,572 0

支払手数料 327,227 137,356 189,871

賃借料 412,075 86,166 325,909

租税公課 30,960 53,120 △ 22,160

雑費 43,939 159,000 △ 115,061

経常費用計 26,245,113 18,754,061 7,491,052

当期経常増減額 18,246,107 7,497,361 10,748,746

科　目

正　味　財　産　増　減　計　算　書
２０１３年　４月　１日から２０１４年　３月３１日まで

(２０１３年度   第３期）

（単位：円）



2.経常外増減の部

（1）経常外収益 0 0 0

（2）経常外費用 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 18,246,107 7,497,361 10,748,746

一般正味財産期首残高 10,494,080 2,996,719 7,497,361

一般正味財産期末残高 28,740,187 10,494,080 18,246,107

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 3,000,000 3,000,000 0

指定正味財産期末残高 3,000,000 3,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 31,740,187 13,494,080 18,246,107



場所・物量等 使用目的等 金　　額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 244,895

預金 普通預金 運転資金として

　山陰合同銀行松江駅前支店 25,160,815

未収金 事業収益の未収分（松江市）他 5,856,809

前払費用 翌期駐車場料金の前払分 9,300

31,271,819

（固定資産）

　基本財産 定期預金 定期預金

　 　山陰合同銀行松江駅前支店 運用益を事業の財源として 3,000,000

3,000,000

34,271,819

（流動負債）

未払金 助成金の未払分 1,507,526

委託費の未払分 777,000

その他事業費及び管理費の 210,996

未払分

預り金 源泉所得税の預り分 36,110

2,531,632

（固定負債） 0

0

2,531,632

31,740,187　　　　正味財産

　流動資産合計

　固定資産合計

　　　資産合計

　流動負債合計

　固定負債合計

　　　　負債合計

貸借対照表科目

財　産　目　録
２０１４年　３月３１日現在

(２０１３年度   第３期）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円）



1.重要な会計方針

（1）消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税込方式によっております。

2.基本財産及び特定資産の増減及びその残高

　

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

　 ( ) ( ) ( )

1.基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細については、財務諸表に対する注記2.「基本財産及び特定資産の増
減及びその残高」に記載しているため、その記載を省略している。

当期増加額 当期減少額 当期末残高

附属明細書

0 0

0 0

0

0

小　計

0 0

合　計 3,000,000 3,000,000 0

特定資産

0

0 0

小　計 3,000,000 3,000,000

　定期預金 3,000,000 3,000,000 0 0

基本財産

科　目
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）

　定期預金

0

特定資産

小　計 3,000,000

0 0

3,000,000

0 0 0

当期末残高

0

合　計 3,000,000

小　計 0

（うち負債に対応す
る額）

（単位：円）

00

3,000,000 3,000,0000

3,000,000

0

0 0

基本財産

財務諸表に対する注記

（単位：円）

科　目 前期末残高



監 査 報 告 書

一般財団法人 Rubyア ソシエーション
理事長  松 本 行 弘  殿

平成 26年 6月 7日
一般財団

望

人

』

ubyア ソ

4~照堆」二
頂量〕

私は、平成 25年 4月 1日 から平成 26年 3月 31日 までの事業年度の理事の職務の執行
を監査いたしました。その方法及び結果について、次のとお り報告いたします。

1 監査の方法及びその内容
私は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努め

るとともに、理事会その他重要な会議に出席 し、理事及び使用人等からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応 じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧 し、業務

及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報

告について検討いたしました 。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類

(貸借対照表及び正味財産増減計算書)及びその附属明細書並びに財産 目録について検
討いたしました 。

2 監査意見
1)事業報告等の監査結果
(1)事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正 しく示しているものと認め
ます。

(2)理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若 しくは定款に違反する重大な
事実は認められません 。

2)計算書類及びその附属明細書並びに財産 目録の監査結果
計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をすべ

ての重要な点において適正に示 しているものと認めます。



Ruby 試験問題改訂について

1. 概要

現行の Ruby 技術者認定試験は、コミュニティーのサポート対象外である Ruby1.8.7 を

ベースにしており、実務上で要求されるバージョンとの乖離が目立つようになってきた。

そこで、Ruby2.1 ベースで試験問題の改訂を行うものとする。

2. 新試験名称

Ruby 技術者認定試験（Ruby Association Certified Ruby Programmer Silver version 2.1）

Ruby 技術者認定試験（Ruby Association Certified Ruby Programmer Gold version 2.1）

合格者マークについても現在のデザインを維持しながら 2.1 と判別できるものにする。

  

3. 試験配信ベンダー、新試験移行までのスケジュール

*別添の資料をご覧ください。

RA
テキスト ボックス
別添資料３











Ruby Association Supportersの導入

1. 目的、背景

既存の寄付制度に対し Ruby Association Supportersの名称を導入する。

寄付者にはロゴ使用の特典を準備し寄付金の拡大を目指す。

現在の寄付制度

協賛会員制度以外において、Rubyアソシエーションへの金銭的貢献を希望する声が以

前から存在した。

RA Supportersを導入するにあたり、RAサイトでの名前掲載だけではなく、寄付者に

は RA Supportersロゴのステッカー配布、また名刺でのロゴ使用権を与える。これに

よって既存の寄付制度よりも、Rubyへの貢献に対する充足感向上が期待でき、また名

刺交換時のコミュニケーションを推進することができる。

RA
テキスト ボックス
別添資料４



2. RA Supportersの概要

名称

Ruby Association Supporters(寄付制度)

口数

1口 5000円

寄付者特典

・RA Suppotersのロゴ使用権（名刺用、ウェブ用、ステッカーの配布）

・RAサイトの web芳名録への掲載（希望者のみ）

3. 初年度目標金額

30万円

4. Ruby Association Supporters ロゴデザイン



概要

既存の有料Rubyビジネスセミナー開催枠で、新たな名称をつけRubyイベントを実施する。

提案の背景

既存の Rubyビジネスセミナーでは下記の問題が目立つようになってきた。

1)参加者関連の問題

・参加者数の伸びが鈍化。

・参加者に対する協賛会員比率の高さ。新規での申し込み者が少ない。

2)イベント企画の問題

・イベント告知から開催まで 1か月弱と短い。(集客の弱さの一因)

・RAがすべての講演者選定を行っていることによる発表者の多様性の少なさ。

3)協賛会員様からの要望

・協賛会員同士の情報交換の場を設けて欲しいとの依頼が以前からある。

(首都圏の協賛会員のビジネス交流の場としてイベントを機能させる。)

イベントで実現すべきこと

・公募による発表者募集

・RWC、Ruby Kaigiのようなイベントのブランド化

・RAの認知向上

・協賛会員同士のビジネス交流の場を創出

・参加する技術者には Rubyコア、周辺の技術者に直接会って話をできる機会。

初年度の実施イメージ

初年度は、既存の有料ビジネスセミナーの規模感をそのままに「公募」、「新たなイベント

名称」という 2点を変更した形での開催。

予算

毎年有料セミナー向けに確保している会場費を使用。

実施時期

RubyWorldConference 2014年 11月

Rubyセミナー大阪   2015年  1月

*候補日 2月

RubyKaigi 2015 4月

RA
テキスト ボックス
別添資料５


